
豊島区が掲げる将来像の実現に全力豊島の
輝く未来に
全力投球 令和5年度一般会計予算が決まりました。長引くウクライナ侵攻や、物価高騰で　

地域社会への影響が拡大する中、区民生活に密着した政策実現は待ったなしです!
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竹下ひろみプロフィール

★憲法改正に向けた国民投票連絡会議 12区支部事務局 ★巣鴨向原地域安全協議会設立 (平成 19年 ) で、近隣 3町会、PTA、警察と
連携した地域パトロール活動を実践 ★南大塚 1 丁目ゲリラ豪雨 ( 平成 25 年発生 ) 対策で、東京都予算 33 億円をかけて下水道管を
50㍉管から 75㍉管への移行工事を実現、現在工事中 ★池袋スケートボードパークの推進で仮設パーク (令和 2年 ) を実現 
★豊島区入札・契約制度の改正 (令和 3年度 ) を実現 ★豊島区防災士補助金制度導入を提案し実現 (令和 4年度 )
★対話支援機 (コミューン )の導入 (平成 30年から )で、区役所保育園課窓口や障害者支援窓口等に設置、池袋小学校“ことばときこ
えの教室”に通う子供たちへの無償貸与支援、“区民ひろば”や“特別養護老人ホーム”への導入で高齢者のコミュニケーションを支援 
★地元こども食堂への協力 　★待機児童 0と保育園環境の充実に尽力
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●区民生活を支え、価値あるまちづくりを推進する、過去2番目の予算
　令和5年度一般会計の予算規模は、前年度当初予算比で、4億円の増、1,362億円となり、令和元年度当初予
算に次ぐ、過去2番目の予算規模となりました。

●子育てしやすいまちを躍進させ、福祉・健康・教育の充実を図る予算
特別区において、7番目に開設した児童相談所の運営が通年化となることから運営経費16億円を計上するとと

もに、在宅子育て家庭支援の強化や、高齢者のワクチン接種やヒアリングフレイル対策の充実、学校と地域等の
連携によるSDGsの推進など、子どもから高齢者まで区民の暮らしを守る予算となっています。

　4人の子育てを経験した私だからこそできる、子育て施策の充実を図っていきたいと考えます。

●区制100周年に向け、さらなる文化と経済の好循環を生み出す予算
　令和5年度は、次なる100周年に向けた新たな第一歩を踏み出していく年です。豊島区は、文化によるまち
づくりを強力に推進してきたことにより、かつて経験した財政危機をようやく乗り越えたといえます。

　この財政基盤を基礎として、豊島区が目指す「国際アート・カルチャー都市」を次なる100周年に向けて、
公民連携を強化し、文化と経済の好循環を創造する豊島区をさらに躍進させていきたいと考えます。

あるまちづくり
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令和5年度予算が決まりました
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竹下ひろみの政策はこちら

政策HP twitter 公式LINE一人ひとりの幸せを
大切にするまちづくり
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皆さんが納めた税金は、
福祉や保育園などの
子育て、道路や学校建設
などに使われています。
目的別にすると円グラフ
のようになります。

あるまちづくり


